
　夏休み「ふるさと学寮」
　山野校区コミュニティ協議会では、平成 25 年８月 21 日から２泊３日
の日程で、十曽青少年旅行村において、夏休み「ふるさと学寮」を実施し
ました。
　この事業は、短期間ですが子ども達が親元を離れ集団生活を体験するこ
とで、自主性や協調性、忍耐力を養うことを目的とし、日頃できないこと
を少しでも多く体験できるように、学校が休みの期間に実施したものです。
　期間中子ども達は、料理、洗濯、掃除も当然自分達で行いますが、奥十
曽での釣りや川遊び、五右衛門風呂体験、ピザ窯体験、工作教室、クイズ
形式の宝探し、スイカ割り、本格的ソーメン流し、キャンプファイヤーと
盛り沢山の体験をしました。
　もちろんこれらの体験は、地元の方々から頂いた資材や食材、
薪などを使って行われ、また地域の人たちの温かいご指導によ
り実施できたものです。
　今回の事業により、子ども達は親の有難さや地域の方々の優
しさを実感した３日間になったと思います。また今後も、恵ま
れた地元の環境を活用し青少年育成の活動として、さらに活動
を充実させていきたいと思います。　　　（校区役員Ｈさん談）

鹿児島県警察シンボルマスコット
「チェストくん」
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問
い
合
わ
せ
先
　
伊
佐
警
察
署

　
☎
�
０
１
１
０

１
１
０
番  

だ
よ
り

年
末
年
始
特
別
警
戒

　
平
成
25
年
12
月
10
日
か
ら
平
成
26
年

１
月
10
日
ま
で
の
間
、
従
来
の
警
察
活

動
に
加
え
、
事
件
事
故
抑
止
の
た
め
、

年
末
年
始
特
別
警
戒
隊
に
よ
る
パ
ト
ロ

ー
ル
を
行
い
ま
す
。

　
よ
い
年
末
年
始
を
迎
え
る
た
め
に
、

皆
さ
ん
も
防
犯
と
交
通
安
全
の
意
識
を

高
め
、
安
全
で
安
心
な
生
活
を
送
り
ま

し
ょ
う
。消費税引き上げに便乗した

詐欺に注意 !!

　10 月１日に閣議決定された消費税引
き上げに伴う「簡素な給付措置」は、ま
だ皆さんに連絡したり給付を行う段階で
はありません。
　これらを口実に電話で、現金の「ＡＴ
Ｍ振込み」や「レターパック・宅急便で
の送金」を指示したり、家族構成や口座
番号などを聞いてくるのは詐欺の可能性
大です！
　まずは相談しましょう !!　

▽ 12月６日（金）17時
菱刈カントリーエレベーター
から白バイやパトカー、青パ
トなど 100 台位がパト
ロールに出発するよ !!

問
い
合
わ
せ
先
　
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係

　
☎
�
１
３
１
１
○内　
１
１
２
７

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
信

　

　
　
　山

野
校
区
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ス

男
女
共
同
参
画
社
会

問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係

　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
１
２
８

問
い
合
わ
せ
先

　
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
地
域
振
興
課
内
）　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
５
９

こ
の
よ
う
な
電
話
が
あ
っ
た
り
、
荷
物

が
届
い
た
り
し
た
ら

①
注
文
し
た
覚
え
が
な
く
、
必
要
の
な

　
い
商
品
は
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

　
毅
然
と
し
た
態
度
が
大
事
で
す
。
相

　
手
が
し
つ
こ
い
場
合
は
「
消
費
生
活

　
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
ま
す
。
そ
ち
ら

　
の
連
絡
先
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。」

　
と
言
い
ま
し
ょ
う
。（
録
音
す
る
の

　
も
一
つ
の
方
法
で
す
。）

②
万
一
、
商
品
が
届
い
た
ら
、
受
け
取

　
り
拒
否
を
し
て
送
り
状
に
あ
る
送
り

　
主
の
住
所
等
を
控
え
、
消
費
生
活
セ

　
ン
タ
ー
に
す
ぐ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

③
誤
っ
て
商
品
を
受
け
取
っ
て
し
ま
っ

　
た
り
、
開
封
・
消
費
し
て
し
ま
っ
た

　
り
し
た
場
合
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ

　
ー
へ
す
ぐ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

※
荷
物
を
受
け
取
る
と
き
は
十
分
に
注

　
意
し
て
サ
イ
ン
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の

　
サ
イ
ン
が
契
約
に
な
っ
て
い
る
か
も

　
し
れ
ま
せ
ん
。

（
マ
イ
ラ
イ
フ
か
ご
し
ま
11
月
号
か
ら
引
用
）

　「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び

被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
平
成
25
年
6
月

26
日
に
成
立
し
、
同
年
7
月
3
日
に
公

布
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
施
行
日
は
平

成
26
年
1
月
3
日
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
、
生
活
の
本

拠
を
共
に
す
る
交
際
相
手
か
ら
の
暴
力

及
び
そ
の
被
害
者
に
つ
い
て
も
、
配
偶

者
か
ら
の
暴
力
及
び
そ
の
被
害
者
に
準

じ
て
、
法
の
適
用
対
象
と
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
法
律
名
が
「
配
偶
者
か
ら
の

暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に

関
す
る
法
律
」
に
改
め
ら
れ
ま
す
。

　

　
現
行
の
配
偶
者
暴
力
防
止
法
に
お
い

て
は
、「
配
偶
者
」
に
は
「
婚
姻
の
届

出
を
し
て
い
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係

と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
」
と

定
め
て
い
ま
す
。

　
い
わ
ゆ
る
法
律
婚
と
事
実
婚
の
違
い

に
つ
い
て
は
、「
婚
姻
意
思
」「
共
同
生

活
」「
届
出
」
の
う
ち
、「
届
出
」
が
な

黄
色
い
リ
ボ
ン
�

「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害

者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
の
改
正

い
も
の
が
事
実
婚
と
し
て
整
理
さ
れ
る

の
が
一
般
的
で
す
。

　
今
回
、
対
象
と
す
る
「
生
活
の
本
拠

を
共
に
す
る
交
際
相
手
」
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
に
「
婚
姻
意
思
」
も
認
め
ら
れ
な

い
、「
共
同
生
活
」
の
み
を
送
っ
て
い

る
場
合
を
想
定
し
た
も
の
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
共
同
生
活
を
送
っ
て

い
る
が
「
婚
姻
意
思
」
が
認
定
さ
れ
な

い
た
め
に
、「
事
実
婚
」
と
し
て
の
救

済
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
な
ケ
ー

ス
が
、
今
回
新
た
に
保
護
の
対
象
と
な

る
も
の
と
な
り
ま
す
。

女
性
サ
ロ
ン
室

　
あ
な
た
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め

に
、
一
緒
に
考
え
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

開
催
日

　
12
月
４
日
（
水
）・
18
日
（
水
）

時
　
間

　
13
時
30
分
～
16
時

場
　
所

　
大
口
仲
町
旧
安
楽
ヨ
シ
子
宅

女
性
サ
ロ
ン
室
連
絡
先

☎
０
９
０
・
３
０
１
６
・
３
６
６
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
文
し
た
覚
え

　
　
　
　
　
　
　
　
が
な
い
の
に
商
品

　
　
　
　
　
　
　
　
が
届
く
「
送
り
付

　
　
　
　
　
　
　
け
商
法
」
が
後
を
絶

　
　
　
　
　
　
ち
ま
せ
ん
。
新
た
な
手

口
と
思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

相
談
事
例

　「
お
試
し
の
健
康
食
品
を
送
る
。
お

試
し
で
送
料
も
不
要
」
と
電
話
が
あ
っ

た
。
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
あ

い
ま
い
な
返
事
を
し
て
電
話
を
切
っ
た

と
こ
ろ
、
そ
の
２
日
後
に
商
品
が
届
い

た
。
価
格
な
ど
は
一
切
記
載
が
な
か
っ

た
た
め
無
料
と
思
い
そ
の
ま
ま
に
し
て

い
た
が
、
５
日
後
、
内
容
証
明
郵
便
で

５
万
円
の
請
求
書
が
届
き
、「
期
限
内

に
支
払
わ
な
い
限
り
法
的
措
置
を
と

る
」
と
あ
っ
た
。
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
。

新
た
な
手
口
と
思
わ
れ
る
点

○
代
引
き
配
達
で
は
な
い
こ
と

○
お
試
し
商
品
と
称
し
勧
誘
し
て
い
る

　
こ
と

後
を
絶
た
な
い
「
送
り
つ
け
商
法
」

新
た
な
手
口
も
・
・
・
!?
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問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課
保
健
指
導
係

　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
１
２

○
野
菜
を
１
日
３
５
０
ｇ
以
上
（
両
手
に
一
杯
の
る
位
）
食
べ

　
よ
う
！

　
野
菜
は
、
腸
内
の
掃
除
屋
「
食
物
繊
維
」
が
豊
富
で
す
。
と

り
過
ぎ
た
食
塩
を
体
の
外
に
出
し
て
く
れ
る
「
カ
リ
ウ
ム
」
も

多
く
含
ま
れ
ま
す
。

○
運
動
し
よ
う
！

　
運
動
習
慣
の
な
い
人
は
、
あ
る
人
に
比
べ
て
２
・
５
倍
も
脳

梗
塞
を
起
し
や
す
い
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。

　
今
よ
り
も
、
一
日
１
、０
０
０
歩
（
10
分
間
）
～
２
、０
０
０

歩
（
20
分
間
）
多
く
歩
き
ま
し
ょ
う
。

○
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に
し
よ
う
！

　
適
量
は
、
ビ
ー
ル
５
０
０
ml
！

　
焼
酎
（
25
度
）
０
・
６
合
！

　
飲
酒
に
よ
り
、
肝
臓
に
中
性
脂
肪
が
蓄
積
さ
れ
、
胃
腸
の
粘

膜
も
荒
れ
て
き
ま
す
。
臓
器
修
復
の
た
め
週
２
回
の
休
肝
日
も

必
要
で
す
。

　
　
　 

　
　（
参
考
）
鹿
児
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◎脳卒中の治療は一刻をあら
　そいます。あなたの周りの
　人に、「何だかいつもと違
　う、脳卒中？」と感じる異
　変があったら要注意！
◎・顔（Face）の麻痺
　・腕（Arm）の麻痺
　・言葉（Speech）の障害
　どれか 1 つでも症状がみら
　れたら発症時刻（Time）を
　確認して、すぐに（FAST）、
　１１９番！

周囲が気づく、脳卒中の症状
～ FAST（ファスト）で

救命率向上を～

『脳卒中警報』
発令中 !!

　
現
在
、
鹿
児
島
県
全
体

で
『
脳
卒
中
の
予
防
』
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
県
の
脳
卒
中
死
亡
率
は
、

な
ん
と
全
国
平
均
の
１
・

５
倍
と
多
く
、
全
国
ワ
ー

ス
ト
７
位
（
平
成
24
年

度
）
で
す
。
平
成
23
年
度

は
、
ワ
ー
ス
ト
4
位
で
し

た
。
伊
佐
市
は
、
平
成
20

年
度
か
ら
県
内
ワ
ー
ス
ト

1
位
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
が
要
介

護
や
寝
た
き
り
に
な
る
最

大
の
原
因
も
「
脳
卒
中
」

で
す
。

脳
卒
中
と
は
？

　
脳
の
血
管
が
つ
ま
っ
た
り
、

破
れ
た
り
し
て
脳
に
障
害
が
お

き
る
病
気
で
す
。「
脳
梗
塞
」

や「
脳
出
血
」「
く
も
膜
下
出
血
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

脳
卒
中
の
主
な
原
因
は
、
生
活

習
慣
の
乱
れ
で
す
。

①
生
活
習
慣
の
乱
れ

　
偏
食
・
運
動
不
足
・
睡
眠
不

足
・
ス
ト
レ
ス
・
飲
酒
・
喫
煙

な
ど

②
危
険
因
子
の
出
現

　
高
血
圧
・
糖
尿
病
・
脂
質
異

常
症
・
不
整
脈
・
肥
満
・
メ
タ

ボ
な
ど
を
引
き
起
こ
す

③
脳
卒
中
の
発
症

　
脳
梗
塞
、
脳
出
血
、
く
も
膜

下
出
血
な
ど
を
合
わ
せ
て
起
こ

す
可
能
性
が
あ
る

脳
卒
中
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

○
血
圧
を
管
理
し
よ
う
！

　
血
圧
の
高
い
人
は
、
低
い
人

に
比
べ
脳
卒
中
を
起
す
確
率
が

最
大
８
倍
に
も
な
り
ま
す
。
治

療
中
の
人
も
、
生
活
習
慣
を
改

め
、
自
己
判
断
で
お
薬
を
や
め

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
減
塩
し
よ
う
！

　
１
日
の
食
塩
摂
取
量
の
目
安

「
男
性
９
・
０
ｇ
未
満
、女
性
７
・

５
ｇ
未
満
」
に
対
し
、
鹿
児
島

県
民
の
摂
取
量
は
10
・
３
ｇ
で

す
。
食
塩
を
１
日
２
ｇ
（
し
ょ

う
ゆ
大
さ
じ
１
杯
弱
相
当
）
以

上
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

県鹿
児
島

指
宿

南
薩

曽
於

出
水

屋
久
島

日
置

肝
属

伊
佐

名
瀬

川
薩

西
之
表

平成23年　衛生統計年報より
保健所別　脳血管疾患死亡率（人口10万対）

０

50

100

150

200

250

300

姶
良

徳
之
島

伊佐は、県内で
ワースト１位です！
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南三陸だより
Minamisanriku　Town

Vol. 20

　

　

レ シ ピ 「かごしまのおかず（開港舎）」より

そばじゅい

〈作り方〉　
①鶏肉を一口大に切る。
②干ししいたけは水で戻して千切りにする。汁はだ
　し汁にする。
③鍋に油を熱し、鶏肉・しいたけを炒めてから、こ
　んにゃく・ごぼう・だいこんなど残りの材料を炒
　める。
④だし汁を入れ、材料がやわらかくなるまで煮て味
　を調える。
⑤そば粉をぬるま湯でこねて５mm 厚さにのばし、
　１cm 巾の５cm 長さに切ったそばを④へ入れる。
⑥器に盛り、ねぎをのせる。

「ほっこり体が温まる」生
Vol.38

◀『西の明石、東の志
　　津川（南三陸町）』
　と称賛される南三陸
　のタコは、ウニやア
　ワビを食べて育つぜ
　いたくなタコである。
　この時期の観光客の
　お目当ては豪華な
　「キラキラ丼」。

　
南
三
陸
町
に
異
動
し
て
早
く

も
４
か
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

11
月
に
は
初
雪
も
観
測
さ
れ
、

防
寒
着
を
準
備
し
て
い
な
か
っ

た
私
は
、
厳
し
い
東
北
の
冬
の

洗
礼
を
受
け
ま
し
た
。

　
仕
事
の
内
容
は
、
被
災
者
の

住
宅
再
建
に
関
す
る
相
談
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。
南
三
陸
町

の
津
波
で
浸
水
し
た
地
域
は
、

災
害
危
険
区
域
に
指
定
さ
れ
家

を
建
て
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
高
台
の
安
全
な
場
所
へ

の
移
転
（
集
団
移
転
）
を
進
め

て
い
ま
す
。
伊
佐
市
で
は
自
分

の
土
地
に
家
を
建
て
ら
れ
な
い

と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
ず
、

改
め
て
南
三
陸
町
の
被
害
の
大

き
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
高
台
移
転
の
造
成
工
事
は
、

新
た
に
山
を
削
る
の
で
大
変
時

間
が
掛
か
る
事
業
で
す
。
震
災

か
ら
２
年
９
か
月
か
け
て
高
台

移
転
造
成
地
第
１
号
と
な
る
藤

浜
地
区
が
完
成
し
ま
し
た
。
地

域
住
民
か
ら
は
「
や
っ
と
育
っ

た
場
所
に
帰
れ
る
」
と
い
う
喜

び
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
ま
た
、

南
三
陸
町
内
の
川
で
初
め
て
サ

ケ
の
遡
上
す
る
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
サ
ケ
は
生
ま

れ
て
か
ら
４
年
で
生
ま
れ
た
川

に
戻
っ
て
来
る
そ
う
で
す
。
被

災
者
の
方
々
が
１
日
も
早
く
元

の
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
業
務
に

励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
濱
川
智
弘
）

〈材　料〉４人分
そば粉　  120g
 鶏モモ肉　50g
干ししいたけ　10g 

こんにゃく　40g 　 
ごぼう　　40g
だいこん　40g  

さといも　40g
揚げ豆腐　40g   
にんじん　30g

ねぎ　　　10g 　 だし汁　５カップ（しいたけの戻し汁＋水）
薄口醤油　大さじ２と 1/2 　塩　少々    
みりん　　大さじ１と 1/2　

そ
ば
じ
ゅ
い

伊佐市から南三陸町に異動して早くも４か月が経過しました。まだ１１月というのには
初雪も観測され、防寒着を準備していなかった私は、厳しい東北の冬の洗礼を受けました。 

仕事の内容は、被災者の住宅再建に関する相談業務を行っていおります。南三陸町は、
津波で浸水した地域は災害危険区域に指定され家を建てることができません。そこで高台
の安全な場所への移転（集団移転）を進めています。伊佐市では自分の土地に家を建てら
れないということは考えられず、改めて南三陸町の被害の大きさを感じています。 

高台移転の造成工事は、新たに山を削るので大変時間が掛かる事業です。震災から２年
９か月かけて第１号となる高台移転造成地第１号となるの藤浜地区が完成しました。を迎
えることができました。地域住民からは「やっと育った場所に帰れる」という喜びの声が
聞かれます。また、南三陸町内の川で初めてサケの遡上する姿を見ることができました。
サケは生まれてから４年で生まれた川に戻って来るそうです。被災者の方々が１日も早く
元の生活に戻れるよう業務に励みたいと思います。 

         

高台移転造成地の様子         サケ漁の様子 

 

（南三陸町おすすめグルメ PR コーナー） 

南三陸町はタコが旨い『西の明石、東の志津川（南三陸町）』と称賛され、旨さの理由は、
なんと！ウニやアワビを食べて育つセレブなタコであった！今の時期は豪快にイクラを盛
り付けたキラキラ丼を食べに多くの観光客が訪れている。 

 

『西の明石、東の志津川（南三陸町）』と称賛される南三陸のタコは、ウニやアワビを食
べて育つセレブなタコである。この時期の観光客のお目当ては豪華な「キラキラ丼」。 

 

キラキラ丼                      （濵川 智弘） 



日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

児  童 一  般
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本（抜粋）】

　  は休館日
　  はイベント
開館時間
火 ～ 土：９時～ 18 時
日・祝日：９時～ 17 時

　だれもいないはずの屋
根裏部屋に、だれか、い
る ?!
　ふたごが見つけた小さ
なカヌーの正体は？
　足をけがしたトワイエ
さんがガラスびんの家に
いるあいだにあった、ふ
たつの話を紹介します。

【おすすめの一冊】（新刊全点案内より引用）

　和睦が崩れ、信長に
攻め立てられる大坂本
願寺。海路からの支援
を乞われた毛利は村上
海賊に頼ろうとした。
その娘、景は海賊働き
に明け暮れ、嫁の貰い
手のない気の荒い醜女
だった…。

水の精とふしぎなカヌー　岡田淳

（出版：理論社） （出版：新潮社）

村上海賊の娘（上・下）　和田竜

【　児　童　】
おばけのゆきだるま ジャック・デュケイワ
いちばんちいさなクリスマスプレゼント ピーター・レイノルズ
ばばばあちゃんのクリスマスかざり さとうわきこ

【　一　般　】
気骨稜々なり 火坂雅志
Deluxe　Edition 阿部和重
天使の柩 村山由佳

【イベント情報】
クリスマスおはなし会
日　時　12 月 14 日（土）10:00 ～ 11:00
場　所　菱刈図書館 
ブックスタート
日　時　12 月 14 日（土）11:00 ～ 11:40
場　所　菱刈図書館 
対象者　市内在住の 2 歳未満の赤ちゃんとその保護者及び
　　　　出産予定の人等（母子健康手帳持参）
申込期限　12 月７日（土）17 時
ふれあいメルヘンひろば
日　時　12 月 21 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館

【雑誌リサイクル】
日　時　12 月 14 日（土）～ 21 日（土）
場　所　菱刈図書館

○

【図書館へ献本】
新薗真智子さん　（下目丸）
永山保雄さん　　（尾之上）
牧尾惠さん　　　（小木原東）
東條孝一さん　　（湯之尾団地）
川ノ上博三さん　（鹿児島市）

【12 月の図書館カレンダー】

○
○

おはなしボランティア

子どもとお話の世界

を楽しみたい人なら

どなたでも

募集中！

初参加者
にはブックス

タートパックを
プレゼント




